
「原発ゼロ」「再エネ１００」に向け、国会で開かれた議論を! 

第９２回 国会エネルギー調査会(準備会) 

核燃料サイクルは見直しを！ 
～再処理政策の今後～ 

 

日本の核燃料サイクル政策は、1956年、原子力開発利用長期計画（原子力委員会（当

時））に高速増殖炉の開発と使用済み核燃料の再処理を「国内技術」で行うことを目標に

始まって以来、全量再処理路線を大前提としてきました。 

一方で、核燃料サイクル先進国だった米国、英国、ドイツは直接処分政策に転換。近

年、原発大国フランスですら、核燃料サイクルの要である高速炉開発の見直しがなされて

います。 

日本は、福島第一原発事故のみならず、高速増殖炉もんじゅの事故（1995年）、廃止認

可（2018年）をはじめ、再処理政策の見直しの機会は幾度もありながら、抜本的な政策

転換が行われていません。世界の潮流に逆行し、高速炉開発計画、プルサーマル発電の推

進、再処理等拠出金法成立と、全量再処理路線を堅持しています。 

そこで、今回は行き詰っている核燃料サイクルの現状を踏まえて、今後のあり方を討議

します。 

 

開催概要 
日時：2022年 2月 10日（木）16:00～18:00 

場所：オンライン開催（Zoom） 

ミーティング ID：854 1695 2603／パスコード：114060 

（https://us06web.zoom.us/j/85416952603?pwd=dGtQMmdyZGNNOEFiT0NqWFlIU2ZHdz09） 

主催：超党派議員連盟「原発ゼロ・再エネ 100の会」／国会エネ調有識者チーム 

出席者：国会議員（原発ゼロ・再エネ 100の会メンバーはじめ関心をお持ちの皆様） 

国会エネルギー調査会（準備会）有識者チームメンバー 

テーマ：核燃料サイクルは見直しを！～再処理政策の今後～ 

 

プログラム 
① 開会：冒頭挨拶 

② 講演：鈴木達治郎氏（長崎大学核兵器廃絶研究センター教授） 

「世界から見た日本の核燃料サイクル：客観的・独立した評価のうえで見直しを」 

③ 提起：松久保肇氏（原子力資料情報室事務局長） 

「高コストなプルサーマル発電」 

④ 説明：文部科学省、経済産業省 

⑤ 出席国会議員・有識者を交えた総合討議・質疑応答 

⑥ 閉会 

＊ ISEP YouTubeチャンネルで配信しています→ http://www.youtube.com/user/ISEPJAPAN 
＊ 過去開催分の映像・配布資料も公開しています → http://www.isep.or.jp/archives/library/5024 

                         http://blog.livedoor.jp/gempatsu0/ 

◆事務局連絡先  阿部知子衆議院議員事務所（原発ゼロ・再エネ 100の会事務局）  
Tel: 03-3508-7303 / Fax: 03-3508-3303 / E-mail: masano@abetomoko.jp 

認定 NPO 法人環境エネルギー政策研究所（有識者チーム事務局） 

Tel: 03-3355-2200 / Fax: 03-3355-2205 / E-mail: dohman_haruhiko@isep.or.jp 





2









11





1956 ~1970s

1967 ~1980 FBR

1987 ~2020~30,  

2000 ~2030 

2006 ~2050
2015 21









22







29



30









2022年 2月 10日（木）16:00～18:00国会エネルギー調査会（準備会） 

核燃料サイクルは見直しを！ 

＜文科省および経産省宛て事前質問＞(追加質問あり) 

 

１．1956（昭和 31）年に原子力委員会（当時）が決定した「原子力開発利用長期計画」

では、「使用済燃料の再処理については、昭和 49 年度操業開始を目途に再処理

施設の建設をすすめるものとし、これに続く再処理施設は、使用済燃料の再処理

は国内で実施するとの原則のもとに、民間企業においてその建設、運転を行なうこ

とを期待する」としていた。この計画は完全に破たんしたと考えるがどうか。 

 

２．第 6次エネルギー基本計画（2021年 10月 22日閣議決定）は「米国や仏国等と国

際協力を進めつつ、高速炉等の研究開発に取り組む」としている。 

(１)フランスは、日本との共同開発を目指していた高速増殖炉実証炉「アストリッド

（ASTRID）」建設計画を断念したとされるが、日本政府は中止を明らかにしていな

い。続行するのだとすれば、これまでに投じた予算と計画完了の見込みを明らか

にされたい。 

(２)日本原子力研究開発機構（ＪＡＥＡ）が、三菱重工業、米国のテラパワー社と覚書

を締結したとされる次世代原子炉「高速炉」開発の完了見込みはいつか。 

(３)高速増力炉「もんじゅ」廃止決定後、日本に新たな高速増殖炉計画は存在するか。 

 

３．東海再処理工場でのガラス固化工程は 4 回目の中断中で（文科省回答）、六ケ所

再処理工場では東海再処理工場とは異なるガラス固化技術を使って稼働を目指

す（経産省回答）というが、国内技術はいまだ未確立ではないか。 

 

４．使用済燃料の全量再処理に実現性はあるのか。 

 

（追加質問－核燃料サイクルのメリットに関して） 

「再処理すると廃棄物の処理期間は 300 年と言われている。高レベルの放射性廃棄物を直接処理す

ると 10 万年かかるといわれている」との岸田首相見解について。 

JAEA 等は高レベル放射性廃棄物が天然ウラン並みになるまでの期間としてベクレル換算で 5～10 万

年としているが、「8千年」「300年」は、どのような前提条件や単位で表したものか？ 

 

５．高速増殖炉に代わって軽水炉で行うプルサーマル発電では、輸入ＭＯＸ燃料は、

通常のウラン燃料と比べて約 10 倍、国産ＭＯＸ燃料が実現した場合は 20 倍から

５０倍のコスト高になると（再処理等拠出金単価をもとに）試算されている。政府は

このような試算を行った上でなおプルサーマル発電を続けるのか。 

 

６．高速増殖炉計画は不透明、再処理施設のガラス固化工程は中断中、プルサーマ

ル発電はコスト高であり、核燃料サイクルは完全に行き詰っているのではないか。 

http://www.aec.go.jp/jicst/NC/about/hakusho/wp1973/ss1010203.htm
https://www.meti.go.jp/press/2021/10/20211022005/20211022005.html
https://www.mhi.com/jp/news/220127.html
https://www.mhi.com/jp/news/220127.html


令和3年3月22日　総合エネルギー調査会　
電力・ガス事業分科会 原子力小委員会


